
⒈
整
枝
に
つ
い
て

　
一
度
に
４
本
以
上
の
枝
を
摘
む
よ
う
な
摘

芯
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
３
枚
以
上
展
開
の
生
長
点
を
３
〜
４
本
残

し
ま
す
。

　
光
が
当
た
る
よ
う
に
誘
引
・
枝
の
整
理
を

行
い
ま
す
。

　
草
勢
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
収
穫
ピ

ー
ク
前
の
摘
芯
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

⒉
摘
葉
に
つ
い
て

　
草
勢
を
見
な
が
ら
、
老
化
葉
・
病
葉
だ
け

で
は
な
く
、
採
光
や
通
風
を
妨
げ
て
い
る
葉

を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
良
果
の
摘
果
を
行
い
、
草
勢
の

回
復
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

⒊
灌
水
に
つ
い
て

　
毎
日
灌
水
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。（
曇
雨
天
時
に
は
、
回
数
を
減
ら
す
な

ど
調
整
）

　
高
温
時
の
灌
水
は
避
け
、
な
る
べ
く
早
朝

等
の
涼
し
い
時
間
に
10
ａ
当
た
り
３
〜
４
ｔ

を
目
安
に
液
肥
と
合
わ
せ
灌
水
し
て
く
だ
さ

い
。（
少
量
多
潅
水
）

　
高
日
射
、
着
果
数
の
負
担
に
よ
り
、
根
の

動
き
が
弱
っ
て
い
る
所
も
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
発
根
剤
の
使
用
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
ま
た
、
通
路
や
畦
の
方
が
乾
い
て
い
る
よ

う
で
あ
れ
ば
排
水
を
考
え
、
水
分
過
多
に
な
ら

な
い
よ
う
通
路
へ
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

⒋
黄
化
え
そ
病
（
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
）
に
つ
い
て

　
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
、
及

び
圃
場
内
の
除
草
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
病
と
疑
わ
れ
る
症
状
が
発
生
し
た
場

合
、
抜
根
す
る
か
、
症
状
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
Ｊ
Ａ
・
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
に
ら
に
と
っ
て
生
育
し
や
す
い
時
期
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
株
養
成
期
間
も
後
半
に
入

り
、
収
穫
ま
で
の
日
数
も
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
収
穫
前
に
病
害
虫
等
の
被
害
が
あ

る
と
収
量
減
少
、
品
質
低
下
に
繋
が
る
大
き

な
原
因
と
な
り
ま
す
。
徹
底
防
除
を
行
い
、

収
量
増
加
、
品
質
向
上
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
前
に
は
ハ
ウ
ス
内

病
害
虫
密
度
を
減
ら
す
た
め
、
農
薬
散
布
を

必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
フ

ァ
イ
ン
セ
ー
ブ
フ
ロ
ア
ブ
ル
，
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ

Ｃ
，
グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤
等
）

　
定
植
が
終
了
し
て
い
る
方
は
、
今
後
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
オ
ロ
ギ
等
の
害

虫
の
侵
入
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
十
分
な
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
後
の
収
量
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、
今
の
時
期
は
根
（
特
に
直
根
）

を
張
ら
せ
る
よ
う
な
灌
水
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
開
花
期
ま
で
に
病
害
虫
防
除
の
徹
底
を
‼
】

　
活
着
促
進
の
た
め
、
定
植
後
１
週
間
は
株

元
を
中
心
に
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
チ

ッ
プ
バ
ー
ン
や
が
く
枯
れ
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
、
灌
水
は
少
量
多
回
数
で
土
壌
中
の
水

分
変
化
が
少
な
い
条
件
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
天
敵
導
入
圃
場
は
、
天
敵
に
影
響
が
長
く

残
ら
な
い
薬
剤
を
選
び
、
10
月
下
旬
頃
か
ら

放
飼
出
来
る
よ
う
に
防
除
体
系
を
組
み
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
ス
リ
ッ
プ
ス
の
発
生
も
増
え
て
く
る

時
期
な
の
で
、
対
策
と
し
て
開
花
後
花
数
が

少
な
い
内
に
薬
剤
防
除
を
行
い
、
ス
リ
ッ
プ

ス
の
対
策
と
し
て
ホ
リ
バ
ー
（
青
）
を
、
チ

ビ
ク
ロ
キ
ノ
コ
バ
エ
の
対
策
と
し
て
ホ
リ
バ

ー
（
黄
）
を
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
収
穫
終
了
後
の
管
理
は
、
翌
年
の
生
産
に

影
響
す
る
重
要
な
管
理
と
な
り
ま
す
。
光
合

成
に
よ
り
貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
た
め
、
早
期

落
葉
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。
べ
と
病
や
ヨ
ト

ウ
ム
シ
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
等
の
防
除
を
行
い
、

日
照
で
の
葉
焼
け
や
樹
勢
低
下
に
よ
っ
て
元

葉
が
早
期
落
葉
し
た
場
合
は
、
枝
を
１
〜
２

節
切
り
返
し
て
副
梢
を
発
生
さ
せ
、
３
〜
４

枚
で
摘
心
し
て
葉
数
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
土
壌
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果

に
基
づ
い
た
施
肥
と
た
っ
ぷ
り
灌
水
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
果
実
肥
大
を
促
進
す
る
た
め
に
、
11
月
い

っ
ぱ
い
ま
で
た
っ
ぷ
り
灌
水
（
常
に
土
が
湿

っ
た
状
態
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

土
壌
の
乾
燥
防
止
。
細
根
の
発
生
促
進
の
た

め
に
、
敷
き
ワ
ラ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特

に
敷
き
ワ
ラ
は
、
収
穫
中
の
ハ
ウ
ス
内
湿
度

を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
果
実
肥
大
に

伴
っ
て
、
重
さ
で
枝
が
垂
れ
下
が
る
の
枝
は
、

枝
つ
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
防
除
に
関
し

て
は
黒
点
病
、
ハ
ダ
ニ
と
カ
メ
ム
シ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
肥
培
管
理

　
紅
乗
り
向
上
や
翌
年
の
発
芽
対
策
の
た
め

に
、
着
色
始
め
期
に
行
い
ま
す
。（
10
月
下

旬
〜
11
月
上
旬
）

※
夏
芽
が
多
く
発
生
し
て
い
る
樹
勢
の
強
い

樹
に
つ
い
て
は
、
発
芽
を
助
長
す
る
為
、
施

肥
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
仕
上
げ
摘
果
　

　
先
端
果
、す
そ
成
り
果
、奇
形
果
、病
害
果
、

傷
果
や
小
玉
果
の
除
去
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

農
産
園
芸
部
門

露
地
胡
瓜

に
ら

ト
マ
ト
類

ぶ
ど
う

き
ん
か
ん

イ
チ
ゴ

農
営

ル
ファ
イ
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児
湯
郡
市

子
牛
品
評
会

9月期

黒木靖富さん「やすよ」号永友雅彦さん「ゆりこ51」号

黒木靖富さん・永友雅彦さん
の２名が優等賞

優等賞

　９月３日、児湯地域家畜市場運営部は新富町の
児湯地域家畜市場において、第66回宮崎県畜産共
進会枝肉の部児湯代表牛の最終決定検査会を開き、
児湯郡管内及び西都市から選抜された42頭の牛が
出品されました。
　この中から18頭が児湯地域代表として10月21日
に開かれる宮崎県全体の共進会に出場します。牛
は導入後約20ヶ月間、肉牛として育てられ、今大
会の出品に向け最善の状態に仕上がったものです。
　審査は体重測定を合格した後、体型検査、超音波
測定などが行われ、厳正な協議のもと代表牛を決定

し、尾鈴地区本部からは４頭が選出されました。代
表牛を飼育する都農町・上苽生の黒木誠さんは、「代
表牛は骨格や肉付きも良く、全体のバランスも整っ
ている。本番まで体型をしっかり維持し、万全の状
態で挑みたい」と意気込みを話しました。

畜産共進会枝肉の部児湯地域 ／ 尾鈴から４頭が県代表に

　９
月
２
日
︑
児
湯
家
畜
市

場
運
営
部
は
新
富
町
の
児
湯

地
域
家
畜
市
場
で
９
月
期
郡

市
子
牛
品
評
会
を
開
き
︑
児

湯
郡
管
内
お
よ
び
西
都
市
か

ら
選
抜
さ
れ
た
43
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
︒

　厳
正
な
審
査
の
結
果
︑
尾

鈴
か
ら
２
頭
の
出
品
牛
が
優

等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
︒

　全
国
和
牛
登
録
協
会
宮
崎

県
支
部
は
﹁
全
体
的
に
発
育

良
好
で
体
の
長
さ
や
腰
幅
な

ど
体
積
豊
か
な
も
の
が
多
く
︑

特
に
輪
郭
の
鮮
明
さ
や
骨
あ

じ
に
富
ん
で
い
た
﹂
と
高
く

評
価
し
ま
し
た
︒

　入
賞
者
︑
地
区
︑
子
牛
の

名
前
︑
血
統
は
次
の
と
お
り

で
す
︒

　８月25日、資材課は乾牧草即売会を川南中央検
査場と都農資材センターで開催しました。これは
ＪＡ自己改革の一環として、組合員の皆様に少し
でも安く提供できるよう年に数回この取組を行っ
ています。
　今回は、オーツヘイ（スーパープレミアム）、ア
ルファルファ（ハーフプレミアム）、US産チモシ
ー（２番刈りプレミアム）の３銘柄を通常価格の
約５％引きで販売し、40名の組合員が合わせて58
ｔを購入しました。購入した組合員は「資材が高
騰する中、少しでも安くで購入出来ることがあり
がたい。今後も続けてほしい」と話しました。
　北米産品はほとんどの草種で刈り取りが終わり、

早いところでは10月頃から新穀が輸入される見通
しです。西豪州については順調な生育が続いてお
り、干ばつだった南豪州・東豪州についても、降
雨の影響で、圃場の水分量が回復し、生育状態も
回復傾向にあります。また、９月からＪＡグルー
プみやざきでは自給飼料対策として、イタリアン
に20円/㎏、アルファルファに10円/㎏の価格対策
を実施しています。　
　次回は10月に開催予定
です。

乾牧草即売会を開催

審査会の様子
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黒
木 

靖
富
︵
都
農
︑
や
す
よ
︑
耕
富
士
︑
美
穂
国
︶

永
友 

雅
彦
︵
川
南
︑
ゆ
り
こ
51
︑
耕
富
士
︑
福
晴
茂
︶


